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大正発未来行きの時間旅行

皆さんは覚えているだろうか？  大正から昭和にかけて、

町の産業・経済の発展と人々の生活を支えた沼尻軽便鉄道を

惜しまれながら廃線となった「軽便」には、

いつも笑顔があふれていた、夢やロマンが詰まっていた

軽便が現代に語りかけるもの―

それは満たされた時間の過ごし方、幸せな地域のつくり方なのかもしれない

さあ、価値観のリセットに出掛けよう

今、心の中を始発駅に、軽便という名のタイムマシンが走り出す

　　　 「高原列車は行く」
　　　　　　　　　作詞　丘

おか

　灯
と

至
し

夫
お

　　　　　　　　　　作曲　古
こ

関
せき

　裕
ゆう

而
じ

汽車の窓から　ハンケチ振れば
牧場の乙女が　花束投げる
明るい青空　白樺林
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

みどりの谷間に　山百合ゆれて
歌声ひびくよ　観光バスよ
君らの泊まりも　温泉の宿か
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

峠を越えれば　夢見るような
五色の湖　飛び交う小鳥
汽笛も二人の　しあわせうたう
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

　　（JASRAC出 1013288-001号）

い で ゆ

あの名曲のモデルが沼尻軽便鉄道 マッチ箱に乗って
Special Feature

小
野
町
出
身
の
丘お

か

灯と

至し

夫お

が
作
詞
、

福
島
市
出
身
の
古こ

関せ
き

裕ゆ
う

而じ

が
作
曲

し
た
昭
和
の
大
ヒ
ッ
ト
曲「
高
原
列
車
は

行
く
」。
こ
の
曲
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の

が
沼
尻
軽
便
鉄
道
だ
。
岡お

か

本も
と

敦あ
つ

郎お

が
歌
い
、

昭
和
29
年
に
大
ヒ
ッ
ト
。
平
易
な
歌
詞
と

親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
国
民
歌
謡

と
し
て
定
着
し
、
日
本
中
で
歌
わ
れ
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
体
の
弱
か
っ
た
丘
は
、
湯

治
の
た
め
に
横
向
温
泉「
滝
川
屋
」を
何

度
も
訪
れ
た
。
詞
は
湯
治
の
た
め
に
利
用

し
た
軽
便
鉄
道
の
車
窓
か
ら
眺
め
た
風
景
。

当
時
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
作
詞
し
た

と
い
う
。

　

町
は
平
成
14
年
、「
高
原
列
車
は
行

く
」の
歌
碑
を
中
ノ
沢
温
泉
入
口
に
建
立
。

歌
碑
竣し

ゅ
ん

工こ
う

除
幕
式
に
は
丘
さ
ん
も
出
席
。

「
沼
尻
軌
道
は
、
体
の
弱
か
っ
た
わ
た
し

を
育
て
て
く
れ
た
温
泉
の
思
い
出
と
と
も

に
心
に
残
っ
て
い
る
。
た
と
え
廃
線
に

な
っ
て
も
、
こ
の
歌
が
続
く
限
り
、
沼
尻

軌
道
は
い
つ
ま
で
も
走
り
続
け
て
く
れ

る
」と
語
っ
た
。

　

丘
さ
ん
は
昨
年
11
月
、
多
く
の
フ
ァ
ン

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
他
界
し
た
が
、
沼
尻

軽
便
鉄
道
は
わ

た
し
た
ち
の
心

の
中
で
、
今
な

お
走
り
続
け
て

い
る
。

中
ノ
沢
温
泉
入
口

に
建
て
ら
れ
た
歌

碑
。
丘
さ
ん
の
思

い
出
と
と
も
に
た

た
ず
む

【沼尻軽便鉄道】
1913（大正２）年から 1969

（昭和 44）年までの 57 年間、
沼尻―川桁駅間の約 16㌔を
運行。その形状から「マッ
チ箱」や「豆汽車」の愛称で
親しまれた。軽便は、在来
線より軌道の幅が狭い列車
のこと。別名沼尻軌道、耶
麻軌道とも呼ばれていた

昭和 43 年４月 28 日。沼尻　新井清彦氏撮影

KEIBEN

　
　
　

著
作
権
上
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　
「
高
原
列
車
は
行
く
」」
の
歌
詞
は
削
除
し
ま
し
た
。

　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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の
２
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
長
屋
や
病
院
な
ど
が
あ
る
大

き
な
集
落
を
形
成
し
、
最
盛
期
に
は
、

鉱
山
労
働
者
と
そ
の
家
族
な
ど
お
よ

そ
２
千
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　

電
気
は
自
社
の
発
電
所
を
設
置
し

て
供
給
し
た
。
水
は
山
か
ら
の
湧
水

な
ど
を
使
用
し
た
。
電
気
代
も
水
道

代
も
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
の
暮
ら
し
は
「
つ
け
っ
ぱ
な
し
、

出
し
っ
ぱ
な
し
」
が
当
た
り
前
だ
っ

た
と
い
う
。

　

食
料
や
生
活
用
品
な
ど
は
、「
用

度
」
と
呼
ば
れ
る
鉱
山
の
消
費
組
合

が
一
括
し
て
調
達
し
、
鉱
山
で
生
活

す
る
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
た
。
配

給
さ
れ
る
食
料
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
購
入
分
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

　

姫
沼
発
電
所
の
貯
水
池
「
姫
沼
」

は
職
員
の
保
養
施
設
で
も
あ
っ
た
。

噴
水
を
備
え
た
沼
の
周
り
に
は
、
も

み
じ
な
ど
の
樹
木
が
美
し
く
植
樹
さ

れ
、
運
動
場
、
滑
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ

や
シ
ー
ソ
ー
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い

た
。
年
に
一
度
、
労
働
者
や
家
族
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
か
れ
る
運
動
会

は
、
こ
こ
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
の

楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　

冬
こ
そ
厳
し
い
寒
さ
と
雪
に
悩
ま

さ
れ
た
が
、
沼
尻
で
の
暮
ら
し
は
、

現
代
に
は
な
い
豊
か
さ
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
確
か
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
の
連

帯
感
が
あ
っ
た
。

Interview

わたしは昭和 42 年４月に教員になりまし
た。その初任地が元山小中学校でした。「合
宿」と呼ばれた鉱山宿舎に、鉱山関係者と
学校の教員が一緒に下宿していました。宿
舎の風呂は、温泉の源泉を引いたものと真
水の二つがありました。山奥でしたが環境
は最高でしたね。学校は生徒数が少なくて
複式学級。わたしが中学 1 年を、もう一人
の先生が２、３年を受け持ちました。生徒
たちはとてものどかで、男子も女子も制服
のままソフトボールや自転車の練習をして
いました。食料や生活用品などは用度から
購入していたので、生徒たちと弁当のおか
ずが一緒になることもしばしば。そんなこ
ともあって、鉱山全体が一つの家族という
感じでした。

麻
軌
道
部
」
を
設
置
し
て
軌
道
建
設

を
実
施
。
大
正
２
年（
１
９
１
３
年
）、

沼
尻
か
ら
川
桁
に
至
る
11
駅
、
15
・

６
㌔
㍍
の
路
線
を
開
通
し
た
。
開
通

当
時
の
動
力
は
馬
だ
っ
た
が
、
翌
年
、

ド
イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
の
蒸
気
機

関
車
を
導
入
し
、
輸
送
量
を
飛
躍
的

に
増
加
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
軽
便
に

よ
っ
て
川
桁
ま
で
運
ば
れ
た
硫
黄
は
、

磐
越
西
線
経
由
で
全
国
の
港
な
ど
に

輸
送
さ
れ
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
。

　

昭
和
の
最
盛
期
に
は
、
化
学
繊
維
、

パ
ル
プ
、
肥
料
、
ゴ
ム
製
品
や
セ
ロ

ハ
ン
な
ど
の
原
料
と
し
て
需
要
が
拡

大
。
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
昭
和
11
年
に

は
、
１
万
７
１
８
４
㌧
も
の
硫
黄
が

生
産
さ
れ
た
。

   

物
心
共
に
豊
か
な
鉱
山

　

沼
尻
鉱
山
は
、
採
掘
場
（
通
称
：

元
山
）
と
製
錬
所
（
通
称
：
製
錬
）

   

硫
黄
輸
送
が
き
っ
か
け

　

沼
尻
軽
便
鉄
道
は
、
沼
尻
硫
黄
鉱

山
で
採
れ
た
硫
黄
を
輸
送
す
る
た

め
、
日
本
硫
黄
株
式
会
社
が
大
正
２

年
（
１
９
１
３
年
）
に
敷
設
し
た
鉱

山
軌
道
だ
。

　

当
時
の
日
本
は
世
界
的
な
硫
黄
輸

出
国
。
高
純
度
の
日
本
産
硫
黄
は
希

少
な
鉱
物
資
源
で
、
近
代
工
業
が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
日
本
に
と
っ
て
貴

重
な
外
貨
獲
得
手
段
の
一
つ
で
も

あ
っ
た
。

　

鉱
山
の
開
業
当
時
は
、
掘
り
出
し

た
硫
黄
を
荷
馬
車
な
ど
で
搬
送
し
て

い
た
が
、
採
掘
量
の
増
加
や
荷
痛
み

（
時
間
経
過
に
伴
う
硫
黄
の
品
質
低

下
）
の
防
止
な
ど
た
め
に
、
別
な
搬

送
手
段
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

持
ち
あ
が
っ
た
の
が
鉄
道
に
よ
る
硫

黄
輸
送
計
画
で
あ
る
。

　

日
本
硫
黄
本
社
は
、
社
内
に
「
耶

1_ 現在の元山小中学校跡地。校舎の
姿はなく、雑草が生い茂っている　2_
小学校跡地で、唯一当時の面影を残
していた鉄棒　3_ 昭和 30 年ごろの元
山小中学校の全景。土を盛り上げて作
られた校庭や鉄索が、鉱山内に作ら
れたことを物語っている 4_ 硫黄を運
ぶ軽便。貨車の後ろには客車が見える

時
代
を
支
え
た
軽
便

軽
便
鉄
道
は
、

沼
尻
鉱
山
か
ら
掘
り
出
し
た
硫
黄
を
輸
送
す
る
た
め
に
敷
設
さ
れ
た
。

国
の
近
代
工
業
化
と
町
の
経
済
発
展
を
支
え
た
軽
便
鉄
道
。

そ
れ
は
、
沼
尻
鉱
山
の
隆
盛
の
歴
史
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
繁
栄
の
証
し
で
も
あ
っ
た
。

鉱山全体が家族のようだった

長尾景是さ
ん

Nagao Kagetsuna
上新町

硫黄や物資を運ぶため、沼尻駅と鉱山に結ばれた鉄
て っ

索
さ く

。
この時代、鉱山内には多くの鉄索が張り巡らされていた

Time Travel  1

1

4

2

3

沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

明
治
21
年（
１
８
８
８
年
）

　

沼
尻
山
（
現
在
の
安
達
太
良
山
）

　

の
沼
ノ
平
噴
火
口
で
硫
黄
製
錬
が

　

始
ま
る

33
年（
１
９
０
０
年
）

　

沼
尻
山
が
噴
火
し
、
作
業
場
や
住

　

宅
な
ど
が
倒
壊
、
埋
没
。
死
傷
者

　

は
80
人
を
数
え
、
硫
黄
製
錬
事
業

　

が
頓
挫
し
た

37
年（
１
９
０
４
年
）

　

新
資
本
が
沼
尻
山
硫
黄
鉱
区
を
譲

　

り
受
け
、
事
業
再
開

39
年（
１
９
０
６
年
）

　

岩
代
硫
黄
株
式
会
社
を
設
立
。
翌

　

年
、
同
社
を
継
承
し
た
新
会
社
、

　

日
本
硫
黄
株
式
会
社
を
設
立
。

41
年（
１
９
０
８
年
）

　

新
た
な
硫
黄
輸
送
手
段
の
整
備
に

　

向
け
て
、
耶
麻
軌
道
株
式
会
社
を

　

設
立

43
年（
１
９
１
０
年
）

　

線
路
と
動
力
の
変
更
願
い
を
内
務

　

大
臣
へ
提
出
。輸
送
を
よ
り
早
く
、

　

効
率
的
に
す
る
た
め
、
人
力
ト
ロ

　

ッ
コ
か
ら
馬
車
へ
変
更
す
る

45
年（
１
９
１
２
年
）

　

川
桁
～
沼
尻
間
の
全
線
工
事
に
着

　

工
大
正
２
年（
１
９
１
３
年
）

　

川
桁
～
沼
尻
間
が
開
通
し
、
耶
麻

　

軌
道
の
運
行
を
開
始
。
動
力
は
馬

　

で
、
貨
車
と
客
車
を
引
い
た
。
ド

　

イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
蒸
気
機
関

　

車
を
２
両
購
入
。
価
格
は
１
両
当

　

た
り
４
６
８
０
円
（
現
在
の
約
２

　

千
万
円
）。
こ
の
年
の
乗
客
数
は

　

９
８
５
０
人

　
３
年（
１
９
１
４
年
）

　

動
力
を
馬
車
か
ら
蒸
気
機
関
車
に

　

変
更
し
た
こ
と
で
、
乗
客
数
は
１

　

万
７
９
５
８
人
と
倍
増

６
年（
１
９
１
７
年
）

　

ド
イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
蒸
気
機

　

関
車
を
も
う
１
両
追
加
購
入

12
年（
１
９
２
３
年
）

　

下
館
駅
を
会
津
下
館
駅
に
、
樋
ノ

　

口
駅
を
会
津
樋
ノ
口
駅
に
、
大
原

　

駅
を
沼
尻
駅
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
名

15
年（
１
９
２
６
年
）

　

開
業
か
ら
20
年
余
り
で
、
鉱
山
の

　

年
間
硫
黄
生
産
高
は
６
６
６
５
㌧

　

ま
で
増
加
。
軽
便
の
乗
客
数
は
、

　

開
通
時
の
約
７
倍
の
６
万
５
５
０

　

人
に
上の

ぼ

っ
た

元山小中学校の
元教諭
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Eyes
Hideyuki Watanabe

い
出
と
し
て
多
く
の
人
々
の
心
に
焼

き
付
い
て
い
る
。

   

時
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず

　

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
暮
ら
し

と
共
に
あ
っ
た
軽
便
鉄
道
だ
が
、
鉱

山
の
閉
山
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
高
度
経
済
成
長
の
波
は
、

プ
ラ
ス
に
ば
か
り
働
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
国
内
の
硫
黄
鉱
山
は
、
す
べ

て
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

急
激
に
進
ん
だ
車
社
会
に
よ
っ
て
、

鉄
道
も
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自

動
車
貨
物
に
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ
た
。

沼
尻
軽
便
鉄
道
は
、
磐
梯
急
行
電
鉄

株
式
会
社
の
倒
産
に
伴
い
、
昭
和

44
年
３
月
27
日
、
全
線
廃
止
と
な
り
、

多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
57
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

硫
黄
か
ら
観
光
中
心
へ

　
「
黄
色
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
、

鉱
工
業
の
中
心
だ
っ
た
硫
黄
だ
が
、

30
年
代
に
入
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。

資
源
の
枯
渇
に
加
え
、
石
油
の
脱だ

つ

硫り
ゅ
う

装
置
か
ら
硫
黄
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

石
油
需
要
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、

新
し
い
手
法
に
よ
る
硫
黄
の
生
産
が

急
増
。
一
方
、
海
外
で
は
、
画
期
的

な
硫
黄
採
掘
技
術
に
よ
っ
て
大
規
模

な
硫
黄
鉱
山
開
発
が
進
ん
だ
。
国
産

天
然
硫
黄
の
価
格
は
急
落
、
次
第
に

採
算
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

硫
黄
輸
送
に
鉄
道
収
入
の
多
く
を

依
存
し
て
い
た
沼
尻
鉄
道
の
経
営
状

況
は
悪
化
。
生
き
残
り
を
か
け
た
経

営
改
善
策
と
し
て
、
観
光
旅
客
輸
送

の
拡
大
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
は
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
右

肩
上
が
り
の
時
代
。
沼
尻
、
中
ノ
沢

消
え
た「
マ
ッ
チ
箱
」

硫
黄
産
業
が
下
火
に
な
る
と
、

軽
便
鉄
道
は
観
光
旅
客
輸
送
に
活
路
を
見
い
出
し
た
。

「
マ
ッ
チ
箱
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

湯
治
客
、
ス
キ
ー
客
や
地
域
に
暮
ら
す
人
々
な
ど
、

多
く
の
人
の
足
と
な
り
活
躍
し
た
。

Time Travel  2

の
両
温
泉
へ
の
湯
治
客
は
も
と
よ
り
、

沼
尻
ス
キ
ー
場
の
利
用
客
な
ど
、
乗

客
は
年
々
増
加
し
た
。
ス
キ
ー
客
で

に
ぎ
わ
う
冬
季
間
は
連
日
、
臨
時
列

車
が
増
発
さ
れ
る
混
雑
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

軽
便
鉄
道
は
、
地
域
住
民
の
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
行
商

の
お
ば
さ
ん
が
乗
り
込
み
、
沿
線
の

村
々
を
回
っ
て
季
節
の
も
の
を
売
り

歩
い
た
。
冬
の
線
路
の
除
雪
は
、
沿

線
住
民
の
貴
重
な
現
金
収
入
に
な
っ

た
。
鉱
山
の
社
員
の
子
ど
も
に
は
無

料
定
期
券
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
通
勤
、

通
学
の
足
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
地

域
の
教
育
に
も
貢
献
し
た
。

　
「
大
原
か
ら
沼
尻
へ
の
坂
道
を
登

れ
な
く
て
、
乗
客
が
降
り
て
車
両
を

押
し
た
こ
と
も
あ
る
」

　
「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
遅
れ
て
も
、

声
を
か
け
る
と
止
ま
っ
て
待
っ
て
く

れ
た
」な
ど
、
心
温
ま
る
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
、
古
き
良
き
時
代
の
思

心の豊かさがあふれる当時の車内。「あんただづ、どごまで行ぐの？」

3

2

5
4

1_ 酸川野の森の中を軽快に走り抜けるディーゼ
ルカー「キハ 2401」
2_ 猪高生の乗降駅だった会津下館駅。当時のト
イレが下館地区に残っている
3_ 白木城駅での風景。当時、駅にホームは無かっ
た。地面に降りて車掌が「切符を拝見します」
4_ 廃止直後の川桁駅。業者が、車両などを解体
する姿に、関係者の胸が痛む
5_ 行商のおばさんたちが車内で情報交換。「今日
は売れだがよ？」「うん、まあまあだ」

1

沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）

　

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
「
ガ
ソ
１
０
１
」

　

が
導
入
さ
れ
る

12
年（
１
９
３
７
年
）

　

年
間
乗
客
数
が
10
万
６
０
７
５
人

　

と
初
め
て
大
台
に
乗
る

19
年（
１
９
４
４
年
）

　

社
名
を
沼
尻
鉄
道
に
変
更
。
合
わ

　

せ
て
運
輸
事
業
を
目
的
と
す
る
軌

　

道
か
ら
公
衆
用
に
敷
設
す
る
地
方

　

鉄
道
に
変
更

27
年（
１
９
５
２
年
）

　

初
の
女
性
車
掌
誕
生

28
年（
１
９
５
３
年
）

　

福
島
市
の
協
三
工
業
株
式
会
社
製

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
２
両
導
入
。

　

乗
客
数
は
年
間
34
万
５
千
人
。
ピ

　

ー
ク
を
迎
え
る

39
年（
１
９
６
４
年
）

　

社
名
を
株
式
会
社
日
本
硫
黄
観
光

　

鉄
道
に
変
更

42
年（
１
９
６
７
年
）

　

社
名
を
磐
梯
急
行
電
鉄
株
式
会
社

　

に
変
更

43
年（
１
９
６
８
年
）

　

磐
梯
急
行
電
鉄
株
式
会
社
が
倒
産
。

　

そ
れ
に
伴
い
全
面
運
休

44
年（
１
９
６
９
年
）

　

全
線
廃
止

乗客から「マッチ箱」の愛称で親し
まれたガソリンカー「ガソ 101」

車内もホームも満員。軽便には、
いつも笑顔と活気があふれていた

入線以降、廃線まで主力
機として活躍した DC122

Interview

沼尻鉄道に、初めは軽便の修理・営繕係
として、廃線前の 9 年間は運転手として勤
務しました。軽便は車両の連結部分の遊び
が大きいので、発車、停車やブレーキ操作
には常に気を遣いました。いろいろな部署
の同僚 8 人でラッセル車を手づくりしたこ
とが忘れられません。自作のラッセル車が、
まるでイルカのジャンプのように雪を左右
に飛ばした時は感動しました。経費削減に
もなったとみんなで喜びました。廃線の日、
最終列車を運転、無事沼尻駅に到着する
と、近所の人や旅館の番頭さんなどが出迎
えてくれました。「おつかれさま」と声を
掛けられました。うれしいようなさみしい
ような、複雑な気持ちだったことを覚えて
います。

うれしくもさみしい最期

半澤武男さ
ん

Hanzawa Takeo
下館

沼尻鉄道の元職員
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沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）

　

中
ノ
沢
温
泉
観
光
案
内
所
で「
沼   

　

尻
軽
便
鉄
道
写
真
展
」
を
開
催
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
懐
か

　

し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て

　

２
０
，０
０
０
歩
」を
開
催
。
以
後
、

　

毎
年
開
催

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）

　

写
真
集「
写
真
で
つ
づ
る　

懐
か

　

し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
」が
発
刊

平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）

　

写
真
集「
続　

懐
か
し
の
沼
尻
軽

　

便
鉄
道
」が
発
刊

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

　

中
ノ
沢
温
泉
入
口
に「
高
原
列
車

　

は
行
く
」の
歌
碑
建
立

平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）

　

川
桁
駅
前
に「
沼
尻
軽
便
鉄
道
記

　

念
碑
」建
立

平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）

　
「
沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り

　

継
ぐ
会
」発
足

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）

　

川
桁
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で「
沼

　

尻
軽
便
鉄
道
モ
ジ
ュ
ー
ル
展
」を

　

開
催

成
11
年
、
鉄
道
軌
道
跡
を
歩
く
イ
ベ

ン
ト
「
懐
か
し
の
軽
便
鉄
道
を
訪
ね

て
２
０
，
０
０
０
歩
」は
こ
う
し
て

開
か
れ
た
。

　
「
軽
便
鉄
道
の
歴
史
と
当
時
の
暮

ら
し
を
後
世
に
伝
え
た
い
」。
安
部

な
か
さ
ん
＝
酸
川
野
＝
と
中
ノ
沢
地

区
周
辺
の
商
工
会
青
年
部
員
ら
は
、

中
ノ
沢
地
区
の
ゴ
ー
ル
地
点
で「
高

原
列
車
の
終
着
駅
に
よ
う
こ
そ
」と

い
う
お
も
て
な
し
の
展
示
を
開
い
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
元
山
や
製
錬

所
で
暮
ら
し
て
い
た
人
、
沼
尻
鉄
道

に
勤
め
て
い
た
人
、
軽
便
で
通
学
し

た
人
な
ど
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
も
。
歴 夢と共に

復活への汽笛
惜しまれながら廃線となった軽便鉄道。
それから 32 年後、一つのイベントが始まった。
軽便鉄道を忘れない、
軽便鉄道にはまだできることがある、
そんな思いと共に、夢は走り出した。

伊藤好
よ し

広
ひ ろ

さん・優
ゆ う

子
こ

さん
翼
つばさ

さん・未
み

咲
さ き

さん
（沼ノ倉）

新聞の折り込みチラシを見て
イベントを知り、参加しまし
た。登り坂の多いコースで疲
れました。下館の展示場には
初めて入りました。軽便鉄道
が通っていた道の多くは、猪
苗代町に住んでいても、まず
通りません。普段見られない
風景を見ることができたこと
もよかったです。

渡部実
みのる

さん・弘
ひ ろ

子
こ

さん

（会津若松市）

今回初めて参加しました。各
駅の跡で切符にはさみを入れ
る改札のアイデアが面白い
と思います。会津下館駅にあ
る停車場で見た展示物の内容
も懐かしくて良かったです。
コースは、最後の登り坂がき
つかったですね。スケジュー
ルが合えば来年もぜひ参加し
たいです。

史
を
伝
え
る
展
示
物
の
数
々
に
歓
声

を
上
げ
た
り
、
軽
便
鉄
道
の
写
真
に

涙
を
流
し
た
り
、
会
場
は
最
盛
期
の

「
昭
和
色
」に
染
ま
っ
た
。そ
う
、人
々

の
心
の
中
に
は
、
今
な
お
軽
便
が
走

り
続
け
て
い
た
の
だ
。

　
「
歴
史
の
継
承
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
を
観
光
資
源
に
で
き
な
い
も
の

か
」。
商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

の
多
く
が
そ
う
思
っ
た
。
翌
12
年
、

中
ノ
沢
地
区
と
川
桁
地
区
の
青
年
部

員
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
第
２
回
懐

か
し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」

を
開
い
た
。
軽
便
鉄
道
の
歴
史
を
後

世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た

1

2

   

高
原
列
車
ど
こ
ま
で
も

　

第
二
次
大
戦
の
敗
戦
か
ら
バ
ブ
ル

経
済
ま
で
一
気
に
駆
け
上
が
っ
た
昭

和
は
、日
本
史
上
、最
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
、
騒
々
し
く
、
重
々
し
い
時

代
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
激
動
の
波
に
の
ま
れ
、
み

ん
な
に
愛
さ
れ
た
軽
便
鉄
道
は
姿
を

消
し
た
。
廃
線
時
に
ピ
ー
ク
だ
っ
た

軽
便
鉄
道
へ
の
思
い
や
記
憶
は
時
間

と
共
に
薄
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
32
年
後
「
軽
便
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
立

ち
上
が
っ
た
猪
苗
代
観
光
協
会
。
平

Voice 「懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」に参加して

1_ ９月に開かれた「懐か
しの軽便鉄道を訪ねて２
DAY ウオーキング」。川桁
駅前から終点を目指す
2_ 大原から沼尻駅前まで
は、森林浴をしながら森の
トンネルを歩く

ち
が
継
承
者
と
な
っ
て
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
を
決

め
た
の
だ
。

　
「
軽
便
と
共
に
生
き
た
時
代
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」

　
「
軽
便
の
歴
史
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

　

誰
も
が
夢
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い

て
生
き
て
い
た
古
き
良
き
時
代
の
蘇

生
へ
の
思
い
は
、
軌
道
跡
を
歩
く
参

加
者
に
も
確
か
に
伝
わ
っ
た
。

　

各
駅
跡
で
切
符
を
切
っ
て
も
ら
う

時
に
は
、
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
と
が

互
い
に
声
を
掛
け
あ
っ
た
。
給
水
ポ

イ
ン
ト
で
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

車
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る
人
に
は
笑

顔
で
手
を
振
り
返
し
た
。

―

汽
車
の
窓
か
ら
ハ
ン
ケ
チ
振
れ
ば

　

牧
場
の
乙
女
が
花
束
投
げ
る―

　

あ
の
フ
レ
ー
ズ
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
な
や
り
と
り
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

軽
便
は
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

だ
っ
た
。
車
内
で
交
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
互
い
を
気
遣
う
思
い

や
り
な
ど
、
そ
こ
に
は
平
成
を
生
き

る
わ
た
し
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る

一
番
大
切
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
。

　

中
ノ
沢
・
沼
尻
温
泉
単
一
口
湧
出

量
日
本
一
記
念
と
銘
打
ち
、
９
月
26

日
に
開
か
れ
た
「
第
12
回
懐
か
し
の

沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
限
定
２
０
０
人

の
お
客
さ
ん
を
出
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

の
姿
に
、
花
束
を
投
げ
る
乙
女
が
重

な
っ
て
見
え
た
。

Interview

町商工会青年部員は、実行委員としてイベ
ントを運営しています。軽便鉄道の歴史を
継承する一方で、軽便を重要な観光資源
ととらえた取り組みを展開しています。今
年は、中ノ沢温泉への宿泊パック利用者に
限定した２日目のウオーキングイベントを
企画。地域の魅力に触れてもらう機会を増
やしたところ、大変好評でした。参加した
皆さん一人一人に喜んでもらうことはもち
ろん、口コミで中ノ沢温泉や猪苗代町を訪
れる人が増えれば、もっとうれしいですね。
今後は、川桁地区や沿線の地区にもにぎわ
いをつくるなど、まちおこしの手助けがで
きるイベントになるよう、内容を充実させ
ていこうと考えています。

軽便は進行形の観光資源

赤埴征利さ
ん

Akahani Masatoshi
新町

懐 かしの 沼 尻 軽 便 鉄
道を訪ねて実行委員長



広報 猪苗代  2010-11    1011    2010-11  広報 猪苗代

1_ 展示場のオープンを記念し
てテープカット（左から）半澤
さん、出口会長、津金町長
2_ 展示場の壁一面に所狭しと
並ぶ写真
3_ 村の停車場の外観。建物は
旧長瀬農協。向かい側には当時
のトイレが残る
4_ 軽便モジュール倶楽部の会
員が製作した鉄道模型
5_ 緑 の 村 に 展 示 さ れ て い る
ディーゼル機関車と客車

（DC121 とボサハ 12　2 両）
今にも動き出しそうなほどよく
手入れされている
6_ 沼尻駅前に今も残る駅舎。
当時は 90 度横を向いていたと
いう

オープン当日、多くの人々が訪れた展示場。写真資料のほか、沼尻鉱山や軽便鉄道に
関する年表、時刻表や車掌の制服など約 300 点が所狭しと並べられている。中央には、
軽便モジュール倶楽部（畑中博会長）の会員が製作した巨大な鉄道模型が展示されて
いる。模型は「川桁～沼尻間」全線の風景を精密に再現している

   

駅
か
ら
見
え
る
現
代

　

駅
は
現
代
社
会
を
映
す
鏡
で
あ
る
。

昭
和
の
時
代
は
、
窓
口
で
切
符
を
買

い
、
改
札
で
駅
員
に
切
符
を
切
ら
れ
、

下
車
駅
の
改
札
で
駅
員
に
切
符
を
回

収
さ
れ
た
。
平
成
の
今
は
、
自
動
券

売
機
で
切
符
を
買
い
、
自
動
改
札
を

く
ぐ
り
、
自
動
改
札
か
ら
表
に
出
て

い
く
。

　

つ
ま
り
、
人
を
介
さ
ず
に
乗
り
降

り
が
で
き
る
の
だ
。
ホ
ー
ム
で
世
間

話
を
す
る
姿
は
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。

列
車
を
降
り
た
人
は
、
わ
れ
先
に
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
て
走
り

出
す
。
昭
和
の
時
代
、
映
画
や
小
説

の
舞
台
に
な
っ
た
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
情
景
は
、
ど
こ
に
も
な
い
。

　

効
率
性
や
速
さ
を
求
め
続
け
た
わ

た
し
た
ち
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や

便
利
さ
は
手
に
入
れ
た
が
、
一
方
で
、

車
窓
か
ら
見
え
る
景
色
に
感
動
す
る

こ
と
も
、
車
内
で
の
小
さ
な
出
会
い

に
感
謝
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
、
パ
ソ
コ
ン
や

ケ
ー
タ
イ
が
あ
れ
ば
、
部
屋
に
い
な

が
ら
世
界
中
の
物
を
手
に
入
れ
ら
れ

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

お
金
を
払
い
に
行
く
こ
と
す
ら
な
い
。

外
に
出
な
く
て
も
生
活
で
き
る
社
会

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

で
は
、
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
求
め
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
求
め
て
い

る
。ケ
ー
タ
イ
片
手
に
、頻
繁
に
メ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
若
い
世
代
が
そ
の

象
徴
。
現
代
人
も
ま
た
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
て
い
る
。

   

よ
み
が
え
れ
昭
和
力

　

昭
和
が
夢
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た

古
き
良
き
時
代
な
ら
、
平
成
は
ど
う

だ
ろ
う
。
技
術
革
新
に
よ
り
、
さ
ら

に
進
化
・
高
度
化
し
た
と
は
言
え
、

何
と
な
く
先
行
き
不
透
明
で
不
安
な

時
代
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
に
あ
っ
て
昭
和
に
な
い
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
昭
和
に
あ
っ
て

平
成
に
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
が
、

わ
た
し
た
ち
は
大
切
な
も
の
を
忘
れ

か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
失

い
か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
人

と
ふ
れ
あ
い
、
か
か
わ
り
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
た
時
代
を
。

　

村
の
停
車
場
と
い
う
駅
が
で
き
た

今
こ
そ
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

夢
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
生
き
た
あ
の
こ
ろ
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。　
　

　

さ
あ
、
眠
っ
て
い
る
地
域
の
タ
カ

ラ
を
、
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
チ
カ

ラ
を
、
猪
苗
代
の
潜
在
能
力
を
呼
び

覚
ま
そ
う
。
大
切
な
も
の
は
意
外
に

も
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

村
の
停
車
場
は
、
大
切
な
こ
と
に

気
付
く
場
所
、
昭
和
力
を
蘇
生
す
る

場
所
。
そ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の

停
車
場
だ
。

   

念
願
の
常
設
展
示
場

　

昭
和
43
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
沼
尻
鉱

山
と
、
そ
れ
に
伴
い
廃
線
と
な
っ
た

沼
尻
軽
便
鉄
道
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
活
動
す
る「
沼
尻
鉱
山

と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
」（
出

口
陽
子
会
長
）。
同
会
は
６
月
27
日
、

旧
会
津
下
館
駅
前
の
交
流
施
設
「
村

の
停
車
場
」２
階
に
、
鉱
山
や
軽
便

鉄
道
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
集
め
た

常
設
展
示
場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

出
口
会
長
は
「
発
足
当
時
か
ら
、

い
つ
か
は
常
設
展
示
場
を
と
思
っ
て

い
た
。
願
い
が
実
現
し
て
う
れ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
津
金
要
雄
町
長
、

軽
便
鉄
道
最
後
の
運
転
手
半
澤
武
男

さ
ん
ら
と
共
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨

ん
だ
。
元
車
掌
の
小
檜
山
一
夫
さ
ん

は
記
念
切
符
を
改
札
し
た
。
出
席
者

は
、
懐
か
し
む
よ
う
に
展
示
物
を
眺

め
、
往
時
に
思
い
を
は
せ
た
。

よ
み
が
え
れ
、
昭
和
力

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
の
悲
願
だ
っ
た
常
設
展
示
場
が
、

「
村
の
停
車
場
」２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
こ
そ
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

停
車
場
に
行
っ
て
、
大
切
な
も
の
を
思
い
出
そ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
昭
和
力
を
蘇
生
さ
せ
よ
う
。

3

5

1

2

4

6

Interview

軽便モジュール倶楽部の会員は約 20 人。
ネットで結ばれた会員が全国にいます。沼
尻鉄道の模型を作ろうという話になって、
現地調査に行った際、安部なかさんと知
り合いました。その縁で展示をしています。
平成 19 年には川桁ふれあいセンターで運
転会を開きました。地元の年配者の皆さん
からいろいろな話を聞いたのが楽しかった
ですね。全国的にも有名な沼尻軽便。展示
場に足を運ぶだけの価値があれば、立派な
観光資源になります。模型が一助になれば
うれしいです。今は装置が複雑で一般の人
が走らせることはできませんが、将来的に
は誰でも動かせるような簡単な仕組みにし
たいと考えています。沼尻軽便が、産業遺
産として大切に保存されることを願います。

産業遺産として保存してほしい

畑中　博さ
ん

Hatanaka Hiroshi
東京都

軽便モジュール倶楽部
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若い世代に伝えていこうと思っていま
す。実務面では、データ整理ですね」
と笑う。さらに、「もう一度、軽便の
エンジン音を聞きたい。レールの上
を走らせたい。それが夢」とも。
　さまざまな分野で活躍してきた軽
便。多くの人から愛され、役に立って
きた軽便。「今も、これからも。きっ
と（軽便に）できることがあるんじゃ
ないかって思うんです。軽便は、町に
ある文化遺産や歴史遺産とも肩を並
べる財産だと思います。車両や駅舎
が残っているんだから、保存だけで
はもったいない。なんとか活用する方
法を考えていきたいですね」
　子どものように瞳を輝かせた。

自費出版から３カ月。写真集は完売、
増刷することになった。「軽便はこん
なに多くの人の心の中に生きていたの
か」と思うと、うれしくなった。同時
に、写真や情報の提供者、地域の人々、
印刷会社など多くの人との出会いと協
力があって出版できたことに、心から
感謝した。
　「懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」
には、毎年スタッフとして参加してい
る。町内の有志と共に立ち上げた「沼
尻鉱山と軽便鉄道を語り継ぐ会」で
は事務局を務める安部さんに今後の
取り組みと夢を尋ねた。
　「『高原列車は行く』という名曲と
軽便鉄道を守る灯を絶やさぬよう、

　「子どものころ、わたしにとって軽
便は目覚まし時計がわり。家のすぐ裏
を走る始発の音で目を覚ましていまし
た。軽便を利用するいろいろな乗客
を見るのが好きでした」
　軽便好きの安部なかさんが、時を
経て、動き出したのは平成７年。父親
との昔話がきっかけだった。「もっと
軽便を知りたい―」と元運転手の渡
部力さんを訪ねた。渡部さんの話は
楽しかった。ますます興味がわいて
きた。
　数年後、中ノ沢の旅館組合に勤務
していた安部さんは、軽便鉄道の写
真展を企画した。「地元の人にもっと
軽便を知ってほしい」。渡部さんや近
所の人から、たくさんの写真や資料
が集まった。写真展は好評を得た。
　「地元の人だけでなく、お客さんに
も喜ばれたんです。お客さんと話した
軽便の思い出話を、全部とっておきた
いと思ったくらい」と言葉を弾ませる。
　仕事で沼尻温泉の源泉まで登った。

「あそこが採掘場、あそこは元山の学
校」と説明された。採掘場跡の残が
いや元山小中学校から、たくさんの
人の思いや子どもたちの声が聞こえる
ような気がした。
　「ものすごい衝撃を受けました。こ
こに暮らした人々の大事な歴史をみん
なに伝えなければと思いました」
　関係する文献を読みあさり、沼尻
鉱山や軽便鉄道のことを調べた。そ
してあることに気付いた。軽便がなく
なるとき、さようならも、ありがとう
も言っていなかったことに―。
　「何かを通して、軽便への感謝の気
持ちを伝えたいと思いました」。そん
な矢先、知人から野矢俊文さんと小
桧山六郎さんを紹介された。
　３人で写真集を作ろうと話し合った。
売れなければ「買い取り」を条件に、
なんとか出版にこぎつけた。覚悟の

軽 便 は 猪 苗 代 の 財 産
保 存 だ け で は も っ た い な い

も う 一 度 走 ら せ た い

　

取
材
を
終
え
て

　

今
な
お
多
く
の
人
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
軽
便
鉄
道
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
貧
し
く
て
も

笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
、
苦
し
い

け
れ
ど
幸
せ
だ
っ
た
昭
和
の
時
代

を
、
軽
便
鉄
道
に
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

全
力
で
駆
け
抜
け
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
こ
ら
で
立
ち
止
ま

り
、
肩
の
力
を
抜
き
な
が
ら
、
あ

の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。

も
う
一
度
、
価
値
観
を
リ
セ
ッ
ト

し
て
み
よ
う
。

　

鉄
道
に
は
上
り
と
下
り
が
あ

る
。
レ
ー
ル
が
続
い
て
い
る
限

り
、
行
っ
た
り
来
た
り
を
繰
り
返

す
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
た
ち

が
戻
っ
た
過
去
と
い
う
終
着
駅
は
、

向
き
を
変
え
れ
ば
未
来
へ
の
始
発

駅
に
な
る
。

　

さ
あ
、
忘
れ
も
の
を
探
し
に
行

こ
う
。
大
事
な
も
の
を
取
り
に
行

こ
う
。
あ
な
た
が
見
て
い
る
レ
ー

ル
の
先
に
は
、
あ
な
た
が
願
う
夢

や
希
望
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

　

軽
便
は
「
昭
和
の
遺
物
」
で
は

な
く
、
あ
の
こ
ろ
に
戻
れ
る
「
タ

イ
ム
マ
シ
ン
」。
限
り
な
い
夢
を

乗
せ
、今
、ゆ
っ
く
り
と
走
り
出
す
。

特
集  

マ
ッ
チ
箱
に
乗
っ
て  

完

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
事
務
局

安
部
な
か
さ
ん

大正発未来行きの時間旅行の中で、

あなたの大切なものは見つかりましたか？

さあ、ここから一緒に未来へ。

マッチ箱に乗って

【
資
料
提
供
】　

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄

道
を
語
り
継
ぐ
会
、
田
中
新
一
氏

【
写
真
提
供
】　

新
井
清
彦
氏
、
園
田

正
雄
氏
、
青
木
栄
一
氏

Interview

Profi
le　

１
９
５
１
年
猪
苗
代
町
生
ま
れ
。
町
ふ
る
さ
と
歴
史
館
勤
務
。

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
剣
道
。
酸
川
野
在
住
、
59
歳　
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